
(4J雪

備
を
、
六
十
年
度
内
完
成
に
向
け

て
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

臨
時
業
様
興
策
は
、
農
村
掛
川
合
整

備
モ
デ
ル
事
業
を
は
じ
め
、
新
た

に
地
区
営
農
団
地
譲
備
事
業
や
官
向
日

度
営
農
地
域
整
備
挙
業
な
ど
を
実

に
鉄
筋
二
階
建
て
、
四
十
八
人
が
築
と
富
士
見
、
横
内
、
八
橋
小
学
施
し
、
農
業
基
盤
づ
く
り
に
積
極

宿
泊
で
き
る
荷
泊
施
設
を
単
年
度
校
の
屋
内
運
動
場
の
改
修
を
し
ま
的
に
対
処
し
ま
す
。

予
算
で
建
設
し
ま
す
。
す
。
中
学
校
で
は
、
大
野
中
校
舎
ま
た
、
市
制
五
十
周
年
記
念
事

総
合
公
頭
の
整
備
も
順
調
に
進
川
i
f
E
i
-
-
一
i
j
2
Z
5
5
J

新
改
築
、
神
間
、
江
間
隔
の
校
舎
改
業
の
一
環
と
し
て
選
定
し
た
平
塚

み
、
一
二
月
二
十
日
に
オ
ー
プ
ン
し
山
川
修
と
土
沢
、
江
陽
中
の
屋
市
川
運
動
八
景
に
つ
い
て
、
本
年
度
は
「
霧

た
平
塚
球
場
に
引
義
き
、
陸
上

γ
z
E

撞
敬
社
金
ftH

場
の
改
修
な
ど
を
行
い
ま
す
。
降
り
の
滝
」
の
周
辺
を
整
備
し
、
い

競
技
場
を
第
二
種
公
認
ク
ラ
ウ
ン
社
会
福
祉
基
金
の
拡
充
を
濁
り
青
少
年
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
な
ど
を
設
け

ド
と
し
て
一
一
か
年
計
画
で
毅
備
を
な
が
ら
、
ふ
れ
あ
い
福
祇
を
伸
展
「
市
民
の
つ
ど
い
い
を
両
開
催
し
、
ま
す
。

進
め
ま
す
。
さ
せ
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で
い
た

T
i
i
z
-
-
j
J
2
2
J

ま
た
、
中
心
商
活
衝
に
あ
る
費
育
成
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
の
体
制
だ
き
、
理
解
と
協
力
が
得
ら
れ
る
山
川

署
都
市
空
間
と
も
い
え
る
見
附
づ
く
り
を
一
議
め
ま
す
。
実
お
よ
う
呼
び
か
け
て
い
言
す

o

i
鶴
市
欝
麓
ご
し

台
公
麹
の
整
備
を
続
け
る
と
と
も
年
寄
り
の
方
々
が
生
き
が
い
事
業
公
民
館
事
業
で
は
、
金
問
公
民
市
内
の
東
街
路
線
の
整
備
が
品
品

に
、
渋
間
関
川
と
一
鈴
川
の
合
流
点
に
回
や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
地
域
届
動
抽
出
を
改
築
し
、
新
し
い
試
み
と
し
が
れ
て
い
る
の
で
、
大
匂
丸
車
問
線

、
親
水
公
園
を
新
設
し
ま
す
。
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
環
楠
世
づ
く
て
一
体
育
践
を
併
設
し
た
公
民
鰯
を
や
八
幡
神
社
土
産
線
の
整
備
Y五
車

下
水
道
整
備
で
は
、
豪
雨
の
擦
り
を
丞
め
ま
す
。
今
年
新
た
に
、
連
設
し
、
幅
広
い
再
開
用
を
考
え
て
点
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
平
塚

な
ど
の
局
地
的
な
い
つ
水
問
題
ぎ
虚
弱
老
人
の
方
々
を
対
象
に
、
デ
い
ま
す
。
山
下
線
を
新
築
野
県
道
ま
で
径
長

解
消
す
る
た
め
、
見
掛
川
ム
ロ
や
び
わ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
も
実
施
し
ま
す
。
懸
案
の
美
総
飯
場
想
は
、
昭
和
す
る
た
め
の
事
業
に
着
手
し
ま

雨
水
幹
線
の
整
備
を
溜
り
ま
す
。
市
山
民
の
健
康
と
医
療
は
、
保
健
六
十
一
年
度
の
街
有
地
払
い
下
げ
す
。

ま
た
、
西
海
洋
方
笛
の
内
本
排
徐
予
防
、
保
健
抑
制
談
、
地
域
医
療
体
に
向
け
て
、
有
識
者
を
加
え
た
募
駅
北
口
問
周
辺
の
整
備
は
、
平
塚

の
万
全
を
期
す
た
め
、
撫
子
原
ボ
制
の
充
実
な
ど
、
市
民
の
健
康
ヴ
本
構
惣
づ
く
り
に
着
手
し
ま
す
。
十
巾
の
表
玄
脳
出
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

ン
ブ
場
の
建
設
に
着
手
し
ま
す
。
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
山
一

:
z
z
s
z
t
ュ
5
2
F
Z
3
1
5二
三
♂
駅
前
広
場
と
し
て
、
再
整
備
す
ベ

建
築
市
禁
事
務
は
、
四
口
け
か
ら
防
災
対
晶
君
、
引
き
続
き
紡
災
川
一
く
基
本
計
一
闘
を
饗
応
し
た
の
で
、

権
限
委
譲
主
け
た
の
で
、
こ
れ
書
物
資
の
充
実
需
議
室
内
5
3

譲
葉
経
籍
z
i

近
く
関
係
者
の
書
を
反
映
し
た

を
契
機
に
、
狭
あ
い
道
路
の
後
退
置
の
充
晴
氏
強
化
を
図
り
ま
す
。
中
心
商
扇
街
は
、
「
サ
ン
ラ
イ
実
施
許
扇
を
ま
と
め
、
事
業
の
捻

用
地
を
賢
い
よ
げ
ま
す
。
叫
t
z
z
i
f
E
E
i
f
f一2
2
z
j
7
2
J

ズ
ひ
ら
つ
か
れ
」
計
画
に
従
つ
遂
を
図
り
ま
す
。

の
り
内
向
れ

γ
日
明
暗

γ
議
欝
文
佑
し
て
J
1
h
u
i
U

刊
誌
f

円

内

丹

河

内

向

す
が
、
新
し
い
分
別
収
集
を
全
市
大
原
小
学
校
と
横
内
中
学
校
が
鎌
田
市
訪
日
明
日
訪
日
明
日
日
日
日
間

的
に
実
施
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
今
春
か
ら
同
開
校
の
運
び
と
な
り
ま
予

m
m
m
閣

制

問

湖

山

町

幻

脳

相

即

加

め

て

い

き

ま

す

。

し

た

が

、

引

き

続

き

屋

内

運

動

場

出

婿

滞

淵

晴

晴

晴

晴

欄

欄

穂

市

欄

{

議

休
養
の
郷
と
し
て
一
親
善
の
輸
が
を
新
築
し
ま
す
。
ま
た
、
松
原
、
判
明

4

7

4

1

9

1

7

1

b

円
相

広
が
り
つ
つ
あ
る
夫
護
ケ
島
町
神
田
、
大
野
小
学
校
の
校
舎
喜
一
一

2
3費

7
2
2金
言

輪

日

透

μ
出

合

費

全

務

生

生

働

ホ

工

木

防

育

憤

備

林

支

山

山

議

総

民

帯

労

網

膜

商

土

消

教

公

諸

予

毅

間
唱
和
六
十
年
度
の
予
算
が
決
ま
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
予
算
は
、
四
一
一
一
一
億
一

0

0
0万
円
で
、
。
幸
せ
実
る
い
い
ま
ち
平
塚
。
と
ご
ろ
合
わ
せ
を
し
て
い
ま
す
。
昨
年
に
続
き
、
財

政
再
建
若
目
指
す
留
一
家
財
政
の
影
響
か
ら
、
地
方
財
政
に
お
い
て
も
抑
制
型
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平

塚
市
も
職
員
の
増
員
抑
制
や
給
与
等
の
是
正
計
箇
を
進
め
、
事
務
の
委
託
や
機
械
化
の
促
進
な
ど
を

凶
り
な
が
ら
、
節
度
あ
る
行
財
政
運
営
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
主
な
内
容
を
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。開

開
校
し
た
大
原
小
学
校
の
入
学
式

i
先
生
の
誌
に
少
し
緊
張
ぎ
み

(単位方向)

一般会計歳入予算

市 税 272億 6671万円

地方議与税 3億 4600万円

娯楽施設利用税交付金 7900万汚

自動車取樽税交付金 4億 5800万円

地方交付税 1000万円

交通安全対策特別交付金 3100万円

分担金及び負主現金 藍5229万円

使用料及び手数料 7憶 3183万円

殴庫支 出金 38億 5502万円

県支出金 13t意1755万円

財産収入 6僚 5364万円

繰 入 金 4億 6580万円

繰 越 金 1億 4000万円

諸収 入 53!意9824万円

市 {費 四 億0492万円

歳入合計 431嬢 1000万河

の主の主義三日高丈貴王室平たf; I瓦十 高三に

長該当日目fH22lウ掲揚議題lizi4 
iH1自供fHfiii費量翠議議議そ告書
誌;iziiiiE241ii 警察ゾ尚一1 2212 
そiiif芸;;;it;;HEsi;:iiiif;1i説話iii 
民民主日芸HFZ。市ぷ民主門事ド5j51
di;η月三ZえよJ!?己記長1i;11bfiui
H2255:!日 2;き5222552主主282:2222Z 



鋳 405号

官植木市駒草花鉢物皇宮寛会

4月27日(土) ~4 月四日(日) 9 時~18時

世慈木の書E布(3 E!間・ 9 時~)

新開に折り込んだチラシについている苗木号i
懐券を持害した方に、苗木等を配布する。

合事署員曽喜草木の霊E布 (276. 11時~)

寄贈された菌木等を来場者に配布する。

合なでしこの配布(3日間. 9 時~)

市民の花なでしこの種子と苗を配布するo

t築土配布 (27日、 28 日・ 14 時~)

権木用黒七 1人 1袋奇書記 ffiする。

古織化相談室(3 日間・ 9 時~16時)

樹木や草花の手入札方法等、専門家が相談に

応じる。

す 1S動物村 (27 日、 28 日・ 14 時~16 時 30 分)

ポ二 、ロパ、サル、シマリス等おとなしい

小動物が沢山いるミニ動物園。

合緑化ゲーム(3日間ー 10時、 14時〕

会場内の木や{Eの名前を当てるゲームo

tお 祭 り 太鼓(3 [-1問・ 100寺~12時)

祭り太鼓、七夕X妓の披露。

古巣箱作り事主主藍 (28EJ ・ 10時~15契約

野鳥用の巣箱を作る。(材料費400円)

制渡木セリ市 (29目。 13時へ 14時)

植木市出居者から寄せられた植木のセリ市。

官森林コーナー(3日間ー 9時 --16時)

絵パネルで森林の重要性を紹介する。

し]方が 5
u はな、月

お通 6
次、常臼

のそど(
i反のお 月
集臼 り )

臼がごは
ま i灰み、ニf
マ写集収援
よ二日集り
12でを替
{苛な行え
ちいい休
く地 ま 日
だ区ずで
さの 。ず

<)職務内容 青少年課みなと児童館を利用す

る児童の生活指導。

o勤務時間 火曜El~臼曜日 9 時~17時

; 。受章貴重聖措 B百和60年 4月 1日現在満40歳以

A 上50歳未満の女子で、児童の生活指導に意

欲のある方。

。給 与月額四万円程度

。申し込み 4月 19臼樹までに、市販の環歴

奮を職員課人事係へ。電話23~nll内線321

0試 毅 4丹羽田樹筆記試験
いい…日!川jι? い寸'.，.， ，..，いー

市
渓
岨
相
談
室
お
!
一
一
一
一
内
線
一
一
九
一
一
一

。
人
権
法
樺
鴇
談

{
4
月
訪
日
(
火
)
、

3
月
7
日
(
ホ
)

。
行
政
鷲
槽
椙
鶴

F

日
時
S
M時

。
一
揖
法
樟
椙
談

4
月
日
白
(
木
)
、

4
月
四
日
(
火
)

5
月
2
日
(
木
)
、

5
月
H
日
(
火
)

予
約
制
(
電
語
で
も
可
)
、
日
時
S
M時

。
登
記
、
棋
託
、
潤
緩
栂
談

4
5月
油
田
(
金
)
、
日
時
t
、，
M
時

。
性
宅
相
舗

4
月
日
日
(
火
)
、
日
時
j
t
J
M
時

会
理
問
受
諾
談

5
月
9
E
(木
)
、
同
時
3
日
時

。
一
融
市
東
輔
談
寄
臼
(
た
だ
し
、
土
曜
日
は
四
時
ま
で
、
日

曜
・
抗
日
は
除
く
)

O消
費
生
活
相
談

4
月
四
日
(
金
)
、
羽
田
(
金
)
、

5
悶
何
回
目

(
金
)
、
叩
時
3
日
時

。
下
輔
取
引
椙
韻

4
月
四
日
(
木
)
、
日
時
却
分
3
日
時

お気軽にご利用告と

禽
少
年
繍
談
窓
(
市
民
セ
ン
タ
ー
一
一
階
)

日
制

i七
一
一
一
一
一

月
1
金
瞳
日
9
時
S
M時
土
曜
臼
は
日
時
ま
で

福

祉

会

抽

出

お

l
一
一
一
一
一
三
一
一
一

ハyhv一
配
ご
と
相
談
揮
週
月
曜
日
(
第
五
を
除
く
)
、
日
時
1
日
時

。
母
手
摺
鋭
毎
週
河
3
金
曜
日
、

9
時
3
日
時
叩
分

。
家
臨
兇
議
相
談
毎
週
月
4
3
金
曜
日
、

9
時
1
M時

。
高
齢
者
職
講
摺
談
毎
週
月
3
金
曜
日
、

9
時
却
分
3
日
時

土
曜
日
は
日
時
ま
で

。
老
人
相
毅
毎
週
火
・
木
曜
日
(
た
だ
し
、
祝
日
の
場
合
は

休
み
て
午
前
日
時
5
日
時



マさ 3~ と
臼 Aノコし
時に 1て
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28け設ま
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午のに
吉1: 皆防

つマ

芸事
場
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幡
LlJ 
公
園

緑
fと
ま
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春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
、
こ
の
待
鍛
を
ね
ら
っ
た
空
き
巣
等
の
被
害
が
多
く
な
る
。

こ
の
た
め
、
四
月
十
八
臼
か
ら
二
十
七
日
ま
で
の
十
日
間
、
「
春
の
防
犯
運
動
」
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
期
街
中
は
、
特
に
空
き
晶
君
と
オ
ー
ト
バ
イ
盗
を
防
ご
う
と
、
運
動
を
強
化
す

る
。
皆
さ
ん
も
被
警
に
あ
わ
ぬ
よ
う
十
分
注
意
し
、
犯
罪
の
な
い
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
、
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
。

〉

一

世

帯

月
一
転

ロ
一
{
回
一

月

一

ク

一

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

一

一

1

一
可
一
お
叫

8
れ

H

6

回

目

別

8

5

同

部

8

5

6

日

世

田

一

一

年
一
パ
一

Q
d

時
一

(

一

巣

一

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

況
一
世
一
一
鈴

8

9

6

n

4

回

目

お

3

お

叩

お

日

2

M

8

刊
訂
叩

t

f

状

一

安

一

;

生
「

発
一

難
一

盗
一

港

才t 7}く

撫子

富士見

崇善

松原

八幡

i凶之宮
中 原

南原

真 二七

横 内

神白

;金四
重量 白

域 島

岡 由時

金 目

カ昌

吉 沢

一
一
一
月
十
八
日
十
時
か
ら
、
市
長

と
市
政
モ
ニ
タ
ー
と
の
座
談
会
が

開
聞
か
れ
た
。

ま
す
、
市
長
か
ら
下
水
道
事
業

の
推
進
や
陵
上
競
技
場
の
建
設
、
一
つ
い
て
な
ど
、
市
の
考
え
に
対
す

中
心
商
活
街
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
一

ー
ル
化
、
間
部
丘
陵
地
の
開
発
、
一

青
少
年
の
問
騒
な
ど
、
新
年
度
の
一

重
点
施
策
と
予
算
説
明
が
行
わ
れ
一

た

。

一

続
い
て
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
か
ら
一

地
区
ご
と
に
質
的
が
出
さ
れ
、
下
一

社交ダンス毎週月 9 持30分~ll時30分15人

木扇込み毎月第 1 木 13時~15時 25入

コーラス毎月第 1 金 14雲寺~15時 5古人

竹紹こE 毎月第 2 水 13持~15碍 25人

関本舞議第 2 、第 4 木 9 時30分~ 20人

事罫 議 ノ ノ 金 グ ノノ

務 総毎月第 3 金 13時~15時 25人

盆 栽毎月第 4*' 13時30分~ 25人

。草壁 絡 60歳以上の初心者。市内在住

く〉申し込み 4月 27B (土)工E午までに福祉会

童書{電話 33-2333)へ電話で申込み。

74歳以上の方に、はり@きゅう・あん

ま・マッサージ・指圧の効成を行ってい

る。
く〉受章襲券の交付明治44年 5月31臼以前に

生まれた方は 6枚。明治44年 6月 1白から明治

45年 3月までに生まれた方は、 74歳になった月

から 2か月に 1枚の割合で交付する。ただし、

74歳の期間については、ご本人の市民税所得害j

額が課税吉れている方は対象外。

。自弓負控額 1枚につ吉600向

く〉申し込み印鑑および健康手帳または健康

保検証を持害のうえ、者富祉総務課哲人福祉係へ



(4) 語召孝司60ま手4'弓守 58  らつカも

ナイスピッチング。石川市授の始球式

平
塚
球
場
の
落
成
記
念
行
事
が

三
月
二
十
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
月
は
、
そ
の

模
様
と
参
加
選
手
の
感
想
(
一

部
)
を
紹
介
し
ま
す
。

平
塚
球
場
で
は
、
一
一
一
月
二
十
臼

の
落
成
式
典
に
続
き
、
ブ
ロ
野
猿

の
オ
ー
プ
ン
戦
、
大
学
野
球
の
オ

ー
プ
ン
戦
、
少
年
野
球
、
高
校
野

球
、
中
学
野
球
、
友
好
都
市
の
高

山
市
多
花
巻
市
の
高
校
と
の
親
善

野
球
、
社
会
人
野
球
な
ど
様
々
な

記
念
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

球
場
の
ス
タ
ン
ド
は
、
赤
、
黄

色
、
緑
、
青
に
色
禿
げ
さ
れ
、
見

た
自
に
も
き
れ
い
で
す
。
ま
た
、

イ
ス
と
イ
ス
の
間
が
広
く
と
っ
て

あ
り
、
ゆ
っ
た
り
と
観
戦
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
c

総
合
公
扇
の
中
の
球
場
な
の
で

周
密
は
緑
が
豊
か
に
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。
日
石
の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
、
あ
す
ま
や
も
あ
り
ま
す
。
野

球
観
戦
の
つ
い
で
に
散
歩
と
い
う

の
も
、
な
か
な
か
い
い
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。

広い球場で元気に選手宣響さあ、「しまっていこうj と高富山工業高校チーム

官
と
に
か
く
広
く
、
す
べ
て
の
ス
古
外
野
は
ボ
ー
ル
が
は
ず
ま
な
い

ケ
1
ル
の
大
き
さ
に
び
っ
く
り
し
の
で
よ
か
っ
た
。

た
。
周
囲
の
樹
木
も
す
ば
ら
し
中
原
中
学
校
長
田
直
樹

い
。
全
員
野
球
に
取
り
組
み
、
そ
古
「
平
塚
に
も
涼
場
が
で
き
た
ん

こ
で
得
た
体
験
を
相
会
守
活
に
生
だ
」
と
い
う
喜
び
。
ま
た
、
「
こ

か

し

た

い

。

の

球

場

で

プ

レ

ー

で

き

る

ん

だ

」

高
山
工
業
高
校
ナ
イ
ン
一
向
と
い
う
期
待
。
こ
の
よ
う
な
感
覚

官
外
野
フ
ェ
ン
ス
に
ラ
パ
i
が
張
が
入
り
混
じ
っ
て
た
だ
感
激
す
る

ら
れ
最
手
が
思
い
切
っ
て
プ
レ
ー
ば
か
り
で
し
た
。
最
高
で
し
た
。

で
き
る
と
と
も
に
安
全
震
に
も
気
プ
レ
i
そ
の
も
の
よ
り
、
本
物
の

配
り
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
球
場
で
や
れ
た
と
い
う
満
足
感
で

い
ま
し
た
。
球
場
職
員
の
続
切
な
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

心
選
い

r」
感
謝
い
た
し
ま
す
。
金
円
出
中
学
校
高
橋
幸
司

花
巻
東
高
校
一
高
橋
浩
官
と
て
も
よ
か
っ
た
。
夢
み
た
い

世
た
い
へ
ん
設
備
が
縫
っ
て
い
る
だ
っ
た
。

と

怠

っ

た

。

太

洋

忠

義

篠

木

力

平
塚
ヱ
釜
高
校
間
村
孝
簿
合
外
か
ら
見
て
も
と
て
も
明
る
い

合
走
り
や
す
い
。
と
に
か
く
最
感
い
υが
し
た
し
、
客
席
の
ベ
ン
チ

奇
観
客
が
い
て
緊
張
し
た
。
の
色
も
と
て
も
明
る
い
色
で
工
夫

平
塚
山
悶
工
業
境
術
高
校
し
で
あ
る
な
あ
と
思
っ
た
。

井
上
正
昭
大
住
忠
子
校
小
田
部
拡
史

球大会の開会式

たブ口妻子球オープン戦

間iii111白書許可品種i由民511!55
新風11izziHHTF1!???;!iiiH;i1許可y
iifiiiii喜ii2iji22152512??jii:iiiqi!iiE1iiiiiiii{jJ
1iiiiiii ji ii!日!iii!:!?iW:i!;iiiiiiiiiiijiif; 

ラスパンドも応援に

10月に主題勢調笈を索施

10月 1臼全自室いっせいに「隠勢調査」が実施されます。

この調査は、 5年ごとに行われているもので、平塚市は約

72，200世帯、 227，600人 が 調 査 の 対象となります。そこ

で、この調査をするにあたり、 1，300人の謁査員が必要と

なるので、みなさんのご協力をお願いします。

位理解の内容4① 9月24日から10R5日までに約50世帯

の家庭に誘査票を配布し、回収する作業。②調査察の審

査、世帯名簿、調査地図の作成。

。報鱗 1調査区約30，000円

。申し込み 4月20日までに、市総務課統計調査保へ。

電話または直接申し込みを。電話23-1111内線348、349

をしてご持参ください。

ノν。

ただし、大台、準大賞を受賞した人は、応

募できません。議話32-3355

フ?記野球イースタンリーグ

4月20日{土) 13時横棋大洋一西武

4月21日(日)詔時30分 " 

4 J'j30日〈火)13時横揺大洋ロッテ

5iJ'j 1日付(:) 13時 H 

5ff3 8日 { 本 ) 13時"

5，/j9日(木) 13時"

終盤桂野球審準大生(硬式}

5詞 3日(金)日時準決勝

5調 5日(日) 12時決勝

世襲担当安審準大企{軟式)

4日〈土) 13時決勝

世今jレ1)-:グ神蕪JII審準大金

4明 28日〈自)11時-18時
ボーイズリーダ神講JII審準大古

4丹29日(月) 9時-18時



議警察ひf
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泥
沼
ま、ノ
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ν

第 405き華

横内公民館 |構内公民館

明石町公隠 l一一一

大神寄木神社

大久保公園

金自公民館

徳延神社

花水公民館

平埠保健所

中原公民館

松風公濁

月見町公言覇

{軍富士見地底]

4月15日、 16日諏訪町町内会

[崇蕃地塁王]

4月18臼 紅詩回JIlfJ内会、明石町会、

i邑王子みとり会

立野町町内会

見附町町内会

宝町自治会、宮の前自治会、

宮松町自治会、浅間 町 町 内 会

東京ガス平塚アパ ト自治会

日本住宅公開平塚i'lJ1也自治会

4月24臼 錦町町内会

{花木地区1
4月258 八重咲自治会

4月26"] 松風町自治会

4月27日 袖ケ浜向治会

5 FJ lEl 龍域ヶ丘自治会

5月 213 桃浜町自治会

5月 4日 虹ケ浜東部自治会、

黒部丘東部自治会

5月 7~ i 重手自治会

{なでしこ地箆]

5月 8r-l ，~芸部行田部自治会

5月 91'1 虹ケ浜岡部自治会

5月10日、l1El 花水台自治会

5月 13日 嗣子原自治会、膚ゥ服 自 治 会

唱部丘第親絡会

ノ'1 17臼

ノ'! 18臼

ノノ 198 

IJ 20日

Jノ 228

JJ 23臼

)J 248 

Jl 258 

ノノ 268 

Jl 27百

万 30日

5月 18

;; 2日

4月19日

4 FJ20日

4月22臼

4月23日

王子

く〉

o 

¥ミ一塁一三1
※一一以外は申し込みまq緩。

平壌球場33-1166

話寺間号 6 8 10 12 14 16 18 20 22[1寺 6 8 10 12 14 16 18 20 22日寺

1円七 回日ロ ー}一一一一一

2日日 17口月

3日月 18口*-
4日火 19日水

5 f-i水 20日木

、 6日木 21日金

7回全 22b'l土

8日土 一一一…一 23H日

9日日一一~一一…一一一一一司一一 24日月

10日月 25日火

口日火 26EJ水

12日本

13日木

14t-:i金

15R::lニ

29日士

30呂田

-5flは第 2、4月曜日です
自留に約照できます。{無料調放)
開披種罰 卓球、パドミントン、ハスケッ入、

軟式底球(l3~16時)、パレー (16~20時)

※委HlI!窃とも、ラケット、シャトノレ、ポ ノレ位

必ず各串持事を。(体育館には用意してありませ

ノv/) 

ヰ月22羽 (丹)午後 1 待~8 時
5fi13B (汚) 11 

5汚27B (汚) 1I 
装で参加し、 上はき用のi重量め

くださいο〈館内は土足厳禁で

す。)躍技場内での飲食は禁!lで す2

担当悼帯課電電話31-30印



{
ワ
ー
プ
ロ
教
室
〕

基
本
的
知
識
か
ら
実
際
の
仕
事

で

婦 人

栄養と料漣

暮らしの設計

こどものしあわせ

婦人公論

」、たりの部震

マ ダ ム

ドレスメー キング

生 活

アサヒグラフ

大橋撲

近代将棋、題碁

月刊消費者

就職ジャーナル

つり人

ニュ ハ ウ ス

盆栽世界

社会科学
朝日ジャーナル

思 想の科学

ジュリスト

半日哲明寺率E

文芸春秋

自然科学
科学朝日

月刊天文ガイド

CQハム

鉄i葺ピクトリアル

芸術・文学

アサヒカメラ SFマガジン

アトリエ ガール読物

海、群告示 キネマ句報

ここに掲載 し た も の は 、 購 入 雑 誌

115タイトルの中の一部である。詳し

くは 2階貸出家カウンターへ。なお、

最新号以外は貸し出しをするのでご利

用を。※Eflは新規購入

家庭面報

毒事しの手帖

装苑

婦人之友

ベピーエイジ

ミセス

モア

太陽、旅

オール生活

月刊自家用車

山と渓谷

住宅箇報

テニスマガジン

※ブルータス

モーターファン

航空ファン

自扶

初夢のラジオ

新議気

エコノミスト

世界

中央公論

法学セミナー

歴史手帖

官初心者の合唱セミナー

ス パーポップスを中心に、コーラスの楽

しさを味わう。(申し込み制〉

・日韓 5月10日-6月 7日の金曙臼 (5月

31日を除く 19時-21時

-対象高校生以上15人

官お楽しみ子供会

映画鑑nと、ゲームのつどい。

-日時 5月12日(臼) 13時30分-15時30分

・上映映輯釣り吉三平、南瞳犬タ口

・対象親と子100入{先着踊)

会体舘田 毎週月曜日、 4月30日〈火)、 5

月 3日〈金)、 5月 7日(火〉

台膏才年金鯖宇加盟問町12ー剖電踊32-7029

官体験学習 fわらじj

昔、旅や様々な仕事のときにはいた「わら

じ」を作ってみる。〈定員30人)

. El時 5月26日 (8) 10時 --15時

・申し込み 5月16呂までに往撞はがきで。

合鉢踊悶 毎週月曜日、月末、 5月 3日(金)

5月 5El (日)

会博物輯千出現間町12-41曙 話33-5111

私同
E

パ
戸
内
閣
VL

*
市
町
民
プ
ラ
ザ
お
六
一
一
一
一
一
九

{
ニ
間
援
会
俳
句
麗
}

会
員
の
作
匂
を
色
紙
、
続
的
、

-
期
間

4
月
持
田
1
4同
月
お
口
μ

{
間
山
水
奨
日
彩
会
議
}

市
良
大
学
で
水
彩
留
を
学
ん
だ

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
作
品
展
示
。

・
期
制

4
月刊
ω
B
1
4月
初
日

{
審
の
山
野
箪
農
}

花
木
山
車
会
会
員
が
栽
培
し
た

古こども映E罰金

@4月21日 (8) 叩時、 14時 ・3階ホール

「栄光の背番号 3J アニメ 1時 間20分

揖は長島茂雄、ちはてつや培か。

@5月四日{臼)四時、 14時 ・3階ホール

「チ口の木大きくなあれj アニメ21分

「アッちゃんの詩j カラー35分

官登録替えを

60年度図書館利用券む確認手続きをお忘れ

なく。 57年度に交錯された方は、有効期聞が

切れているので、畳韻替えを。

食休ilf8 垣週月植田、月末、 5月 3日〈余)

5月 5日(呂)

合隠帯貧富 千制活関町12ー剖環酷31-0415

期
間

5
月
9
B
1
5
R
H
a



5月

お子さんを対車に聞く。

盟会場平嘩保瞳所講堂

曜日程 5月17日午後 1時 30分から

盟母子健旗手帳と筆記用具を持書

輔対象 2識 6か月までの手以力児

盟会場平場探憧所

盟日程 5月13日、 20日、昨日

臨 時 間 午 前 9時-10時30分

嘩申し込み 電話で平埋楳瞳所 (32

0130) へ予約する。できるだけ先

に乳拍児歯科教室の受講を。

冊
子
と
な
っ
て
い
る
。
一
マ
日
時
毎
週
水
濯
臼
・
午
前
9

こ
れ
か
ら
の
子
育
て
に
、
ぜ
ひ
一
時
お
分
i
m時
初
分

役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
。
一
寸
母
子
健
康
手
帳
を
持
参

マ
総
布
対
象
市
内
に
居
住
し
母
一
{
平
塚
保
健
所
〕

子
手
棋
の
交
付
を
受
け
る
方
、
お
て
電
話
認
1
0
二一一
O

紙
一
よ
び
3
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
お
一
円
〉
臼
持
毎
週
木
曜
日
・
午
後
1

液

一

持

ち

の

方

一

時

1
5時

μ
一
一
〉
配
布
方
法
①
母
子
手
緩
を
交
一
マ
方
法
電
話
、
面
接
、
手
紙

打
一
付
す
る
と
き
②
1
歳
6
か
月
健
一

一
百
一
康
診
査
を
受
け
る
と
き
③
母
子
一
組
歳
以
上
対
象

問
一
手
様
を
受
け
現
在
妊
娠
中
の
方
、
一
一
般
健
康
診
査

や
一
お
よ
び
3
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
そ
一

に
一
お
持
ち
の
方
は
、
事
少
年
課
へ
一
自
分
の
健
康
状
態
を
自
分
で
管
一
マ
検
査
察
、
心
臓
病
や
循
環
器

「
一
申
し
出
を
一
一
揖
し
て
も
ら
う
た
め
、
四
十
歳
以
一
の
病
気
な
ど
、
成
人
病
の
早
織
発

摘
す
問
い
合
わ
せ
先
宝
育
少
年
諜
一
よ
の
方
を
対
象
に
、
無
料
の
一
般
一
見
、
早
期
治
療
を
図
的
と
し
た

建
一
脊
成
係
(
内
線
五
O
五
)
一
健
康
診
畿
を
実
一
施
し
て
い
る
。
一
学
的
検
査
、
検
尿
、
血
圧
測
定

市
で
は
、
子
育
て
の
叫
助
に
し
一
警
で
の
養
育
の
あ
り
方
を
、
工
育
思
想
識
で
す
一
れ
れ
れ
わ
い
の
時
伝
説
一
日
立
要
な
方
に
は
精
密
検
査

て
い
た
だ
こ
う
と
、
冊
子
「
す
こ
一
齢
段
階
別
に
ま
と
め
で
あ
る
。
ま
一
[
保
健
セ
ン
タ
ー
}
一
生
同
月
に
必
ず
受
け
よ
う
。
一
マ
料
金
無
料

や
か
な
子
背
て
」
を
作
成
し
た
。
一
た
、
具
体
的
な
事
例
を
や
さ
し
く
一
・
電
話
M
l
O一
一
一
一
一
一
な
お
、
一
一
月
は
五
百
八
十
八
人
一
問
い
合
わ
せ
は
、
市
健
康

こ
の
冊
子
は
、
乳
児
か
ら
幼
児
一
解
説
し
て
あ
り
、
メ
ル
ヘ
ン
識
の
一
マ
対
象
乳
幼
児
一
の
方
が
受
診
し
く
自
分
の
健
康
一
(
内
線
…
一
五
九
)
へ
。

一
段
(
八
重
咲
町
)
、
高
山
医
院
て
襲
撃

4
月
1
7月
一

健

康

教

室

間

関

く

が

ん

機

齢

者

同

盟

け

よ

う

一

空

五

、

白

須

産

婦

人

科

一

言

霊

長

臼

翼

の

と

一

7
更
年
期
の
過
ご
し
方

一

医

院

(

豊

原

町

)

、

平

産

婦

人

科

一

お

り

。

一

-
4
月
U
A
臼
吉
沢
公
民
館
(

毎
年
、
定
期
的
に
検
診
を
受
一
上
の
婦
人
(
一
千
円
)
一
医
院
(
開
明
石
町
)
、
篠
塚
産
婦
人
一
集
団
検
診
に
つ
い
て
、
希
望
す
一
師
川
口
靖
連
盟
師
)

け
、
自
分
の
健
康
を
確
か
め
よ
一
土
口
が
ん
書
検
診
初
歳
以
一
科
医
続
(
見
事
、
川
口
第
一
震
が
あ
る
一
場
合
は
、
申
、
蓄
に
一

-A9白
書

公

民

館

(

ぅ
。
な
お
、
子
宮
が
ん
検
診
は
、
一
と
の
婦
人

(
m
管
内
)
一
人
科
医
院
(
立
野
町
)
、
今
井
主
記
入
す
る
。
た
だ
し
、
釜
高
主
的
高
山
麓
品
川
医
師
)

襲
撃
医
療
機
関
の
中
か
ら
施
一
・
乳
が
ん
集
団
警
護
宝
石
(
豊
原
町
)
、
正
木
産
婦
人
科
一
す
る
の
で
、
満
員
の
安
彦
外
の
す
高
い
ず
れ
も
午
後
1
時

設
を
選
ぴ
受
診
す
る
施
設
検
診
一
の
婦
人
(
六
再
)
一
医
院
議
延
)
、
熊
谷
産
婦
人
科
一
日
に
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
一
マ
3
時

と
、
検
診
車
で
受
診
す
る
集
団
倹
一
掃
保
護
世
帯
及
び
刈
歳
以
と
の
方
一
医
院
(
真
土
)
、
一
一
両
産
婦
人
科
医
一
マ
締
め
切
り

4
月

初

日

一

診

の

ど

ち

ら

か

一

つ

を

望

。

広

告

一

院

(

中

原

)

、

富

産

婦

人

科

一

三

宮

が

ん

施

設

検

章

、

指

定

一

マ

i
ク
の
い
ろ
い
ろ

マ
対
象
(
市
内
在
住
者
)
・
料
金
一

7
4
広

場

一

(

桃

浜

町

)

一

検

彰

注

療

機

関

の

中

か

ら

選

ん

で

一

白

・

習

が

ん

集

団

検

診

叫

歳

以

上

一

・

各

集

開

検

診

保

健

セ

ン

タ

ー

一

一

受

け

る

。

個

人

あ

て

受

検

証

を

受

一

，

ぜ

丸

刈

i
喝

の

男

女

(

五

再

)

一

斉

9
呂
(
臼
)
は
市
役
所
)
一
申
し
込
み
方
法
一
け
取
っ
た
後
、
民
療
機
関
て
日
程
一
司
必
九
一

・
子
宮
が
ん
施
設
検
診
ぬ
歳
以
一
・
子
宮
か
ん
施
設
検
診
牧
野
一
隆
一
市
役
所
、
各
公
民
館
、
釈
前
市
一
売
決
め
る
。
な
お
、
施
設
検
診
は
一

i
y
F
ワ血

民
窓
口
セ
ン
タ
ー
、
各
鍵
康
普
及
一
外
の
婦
人
科
疾
患
検
査
も
行
う
。
一

t
e

乳

O

員
宅
に
備
え
て
あ
る
指
定
申
込
書
一
マ
問
い
合
わ
せ
先
市
健
康
謙
一
繊
維
製
品
の
襲
い
絵
表
示

で

健

康

諜

へ

。

一

(

内

線

二

五

九

)

犠

素

系

漂

白

剤

に

よ

る

潔

白

官

製

は

が

き

で

申

し

込

む

場

合

一

は

で

き

ま

せ

ん

。

は
、
希
望
す
る
検
診
名
、
住
所
、
一

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
一
査
酬

し
て
、
干
加
平
塚
市
浅
間
町
宮
i
一
一
嗣
晴
山
崎

1

平
塚
市
f

佼
所
健
康
謀
へ
。
一
担
割
一
山

中

実

施

時

一

間

一

鞘

悶

一
点
旧
る

一
資
は

一
物
似

一
連
ト

関
町

諮
問

生
憎

具を持番(3 

[3カ、月!旦〕
5A8日 60年 1月 2日-10日生

5月22日 60年 1月11日-20日生

5丹29目 前 年 1月21日-31日生

(1揖 6か月児]

5丹 7日 58年 11月 1日-10日生

5丹 14日 間年11月日日-20日生

5丹21日 58年 11月21日-30日生

[ 3嘩児]

5月 2日 57年 3月 1日-10日生

5丹羽田 57年 3月日日.........20日生

5月30B 57年 3月21日-31臼生

キュ

ピットさんみたいにかわいし」プ

リンとりんごが大好きな恭之ちゃ

んは、パパが買ってくれたくまさ

んやキリンのぬいぐるみで遊んで

いる。ときどき、ママに結本を読

んでもらうむが楽しみの つ。

輯輔 Z期 "3図畳ける

・対象 2揖 (24か月〕から 4嵩

(48ヵ、月)ぎでの幼児。なお、接撞

問時は 2[宮、 3聞とも 3遇間から 8

還問。

輔 捕 2期ぃ 2悶畳ける

令対象第 1期の 3回目が終わって

から 1年以上 1年 6か月以内自期間

に受ける。なお、第 1期を早めに受

けて、第 2期もなるべく早く 4輯ま

でに終了するようにしていただきた

む、。

( 5丹3
22日 福祉会館、坦北公民館、

※豊田公民館

23日 韓保全貧富、横内公民館、

大野公民館

24臼保健センタ一、

※中央農協土沢支所

す
こ
や

保鍵センター健康稽談

圃毎濁月種目・金稽臼

(午前中)

・ 内 容 成 人 揖 栂 談

・型車童話 34-0311 

過
日

韓
満
一

を
(
一

川

弘

一

に

は

、

決

ま

っ

て

い

る

も

の

も

あ

る

田

ォ

、

カ

ラ

ー

テ

レ

ビ

、

日

劫

一

で

、

ご

了

承

を

。

ト

!

ブ

、

オ

ル

ガ

ン

、

カ

メ

ラ

、

満
市
一

O
不
用
品
愛
輯
槽
報
は
人
形
、
剣
道
呉
一
式
(
小
学
6

京

一

市

地

域

づ

く

り

諜

市

民

生

活

係

(

内

一

ハ

イ

ク

(

印

C

C

)

、

雲

ふ

と

ん

、

当

未

一

揖

二

四

四

)

へ

。

か

つ

ら

縄

問

一

マ

輯

り

ま

す

男

児

衣

類

(

小

守

?

?

輯

っ

て

く

だ

さ

い

2
段
ベ
ソ
ド
、

3

比
一
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
問
い
合
わ

6
午
)
、
男
児
衣
類

(
0
3
2
競
)
、
女
プ
ロ
パ
ン
用
楊
梯
器
、
プ
ロ
パ
ン
一

操
二
一
せ
が
非
常
に
増
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
児
衣
頼

(
3
3
4
瀧
)
、
本
棚
、
食
器
ン
ジ
、
ピ
ア
ノ
、
エ
レ
ク
ト
ー
ン
、

即

日

戸

棚

、

ド

駄

箱

、

木

製

机

、

ス

テ

レ

ン

ピ

ラ

ッ

ク

、

車

い

す

乳
幼
児
の
養
育
室
闘
を
配
布
中

6時 -8時まで〉
。章 構勤労金館、中央公民察官
く〉費 用無料ただし、学習に必要な鞍

材費等は自己負担。
。費時轟件在住、在勤、在学の青年男女。

願期とレて18揖から25輯まで。(未婚)

申し込み 5月14臼までに市青少年課
(内緯505) へ。ただし、午前 8時 30分か

ら午後 6時30分まで。土輔自は午桂 2時。

定員になりしだい締め切る。

字のうまくなりたい万

七宝構きやアートブラ

ワーを

理 30人 おいしい料理を作りた

レクリ-$"- 30人
英金蝿入門 30人
。開設期間 5月-61年 2月

人
人

0

5

 

3

2

 

字

書

ス一
ン
ヱ

コ官

ベ

苧

事ヰ

住民異動届は、選挙、就学、関民年金、調民瞳康保

韓、予防接種、印聾証明などのもとになる重要なもの

です。性所が変わったときは必ず14日以内に届け出を

してください。

届廿出には、そ四方自氏名、性所、異動した年月

日、提前の往所等がわかるようにし、本人またば世帯

主等が届け出ることになっています。

うそ白届け出をしたり、正当の理由がなく届け出を

おこたった場合拭過料が科せられる場合があります。

緩担当 市民課市民異動保{寝童話23-1111内綿234)



梅
南
、
台
風
等
に
よ
る
出
水
期
を

迎
え
、
ダ
ム
管
理
樟
習
を
行
う
。

揖
官
当
日
は
、
ス
ピ
カ
!
放

送
、
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
等
を
行
う
が
、

ダ
ム
か
ら
の
放
流
湾
行
わ
な
い
。
お

間
遣
い
の
な
い
よ
う
と
誼
意
を
。

マ
日
時

5
月
9
日
(
木
)
午
前
日

時
1
午
後
4
時

守
場
所
域
山
ダ
ム

1
相
撲
川
河
口

社
刷
筒
販
売
で
商

品
を
賢
う
契
約
を

し
た
が
、
後
で
よ
く
考
え
て
み

る
と
金
額
の
劉
に
は
今
す
ぐ
必

要
な
も
の
で
は
な
い
の
で
、
解

約
し
た
い
と
い
う
詰
を
蒋
々
聞

き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
代
金
の

一
部
を
支
払
っ
て
い
て
も
、
契

約
を
し
た
日
か
ら
七
日
以
内
な

ら
無
条
件
ご
解
約
で
き
る
そ
可
コ

で
す
が
、
議
議
で
連
絡
し
て
も

お
た
す
ね
の
無

条
件
解
約
を
す
る

受
語
、
蓄
預
で
通
知
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
、
後
の
ト
ラ
ブ
ル

を
避
け
る
た
ゐ
に
、
証
拠
能
力

の
あ
る
内
餐
証
明
郵
便
で
出
す

と
確
実
で
す
。

訪
問
問
販
売
は
、
セ
ー
ル
ス
マ

ン
の
説
明
が
不
十
分
で
あ
る
と

き
や
、
勧
誘
が
強
引
で
あ
る
場

ト
ラ
ブ
ル
が
伴
い

マ
問
い
合
わ
せ
先
埴
山
ダ
ム
管
理

事
務
所
(
電
話
O
四
二
七
田
二

八一一一一)

昭
和
前
年
度
従
宅
金
議
公
庫
・
担

金
住
宅
議
費
説
明
会
が
開
か
れ
る

0

7
日
時

4
月
訂
日
(
土
)
午
桂
2

時
1
3時
泊
分

守
会
場
横
揺
盟
行
平
車
交
庖
(
平

副
叩
駅
ピ
ル
内
)

5
月
1
日
現
在
で
、
商
業
統
計
調

査
が
行
わ
れ
る
。

こ
白
調
査
は
、
高
業
の
白
勢
調
査

と
も
い
う
べ
き
も
の
。
我
が
関
白
商

売
活
動
の
実
態
や
、
商
品
の
流
通
状

きる T

況
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
全
開
閥
の

卸
売
講
べ
小
売
業
が
対
象
と
な
る
。

ぜ
ひ
と
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
市
輯
務
課
統
計

調
査
部
(
内
綿
一
ニ
四
八
)
へ
。

県
立
秦
野
高
等
職
業
訓
練
校
で

は
、
電
気
工
事
士
受
験
の
学
科
準
備

講
習
会
を
開
く
。

マ
期
日

5
月
日
臼
、

5
月
口
目
、

5
月
四
日
、

5
月
泊

E

・
時
間
午
後
6
時
1
9
時

マ
テ
キ
ス
ト
代
一
一
千
…
一
一
百
円

マ
締
め
切
り

5
月
7
日

マ
問
い
合
わ
せ
先
県
立
秦
野
高
等

職
業
訓
糠
枝
(
電
話
担
!
O
七
八

八
)

中
期
日

4
丹
訂
日
(
土
)

マ
金
場
松
原
公
民
館

マ
相
談
員
弁
護
士
費
原
噌
光
氏

マ
申
し
込
み
前
日
正
午
ま
で
に
松

原
公
民
館
(
電
話
剖
六
一
八
六
)

へ
予
約
を
。

マ
臼
時

5
月
9
日
(
木
)
午
後
4

時
品
分
3
6時
却
分

マ
金
場
東
梅
大
学
期
南
校
舎

V
テ
3

マ
今
、
熱
く
燃
え
て

マ
講
師
一
元
新
日
鉄
韮
石
ラ
グ
ピ
!

部
監
督
森
重
構
氏

マ
問
い
合
わ
せ
先
東
海
大
学
湘
南

公
開
セ
ミ
ナ
ー
委
員
会
(
竜
諮
問

は
、
価
格
、
支
払
い
方
法
等
購
度
を
利
用
す
る
の
も
一
つ
の
方

入
条
件
を
書
い
た
書
記
を
必
ず
法
で
す
。

も
ら
い
、
内
{
容
を
確
か
め
、
安
易
購
入
代
金
を
支
払
っ
た
と
き

に
署
名
や
押
印
な
ど
し
な
い
こ
は
、
必
ず
領
収
書
を
も
ら
い
、

と
で
す
。
ま
庁
、
代
金
を
全
額
会
社
名
、
電
認
番
号
等
宇
確
認

支
払
わ
な
い
で
分
割
に
し
、
契
し
、
書
類
は
大
切
に
保
管
し
て

約
し
た
白
か
ら
七
日
以
内
に
解
お
き
ま
し
ょ
う
。

約

で

き

る

ク

リ

ー

ン

。

オ

フ

制

〈

地

域

づ

く

り

繰

〉

一
一
二
一
内
縄
一
一
一
一
九
六
)

家
箆
菜
慰
公
開
講
浅

科
学
技
摘
週
間
に
あ
わ
せ
、
棄
し

む
家
庭
菜
圏
講
座
が
開
か
れ
る
。

マ
日
時

4
月
即
日
(
土
)
午
後
1

時
1
3時

マ
金
場
県
農
業
総
合
研
究
雨
(
平

塚
市
寺
田
縄
)

マ
内
容
野
菜
の
作
り
方
、
土
づ
く

り
、
病
害
虫
の
紡
ぎ
方

な
お
、
4
月
四
日
、
羽
田
は
、
施

設
農
場
等
を
二
般
公
開
す
る
。
問
い

合
わ
せ
は
、
県
農
業
総
合
炉
究
所

(
電
語
日

1
0一一一一一一二)へ。

日
本
車
十
字
社
ギ
塚
市
地
区
で
は

誹
土
子
救
急
法
正
規
講
習
会
を
聞
く

こ
と
に
な
り
、
受
講
生
を
恥
呼
集
し
て

い
る
。

ヤ
日
揮
6
月
日
日
か
ら
6
月
初
日

ま
で
の

9
a問

・
平
日
午
後
6
時
1
9時

-
G曜
日
午
前
9
時
i
午
後
5
時

門

V

会
場
平
塚
市
福
祉
会
館
活
か

マ
受
講
料
一
千
円
一
教
材
費
)

マ
受
講
資
格
①
義
語
教
育
惇
了
相

当
以
ヒ
団
γ

全
日
韓
幸
加
で
き
る
方

③
一
体
力
に
自
慢
が
あ
る
方

マ
申
し
込
み

5
月
叩
日
ま
で
に
市

横
祉
総
務
課
庶
器
保
(
内
綿
二
一

七
)
へ
。

(
敬
語
略
)

マ
社
会
構
祉
へ
よ
耳
目
郵
便
扇
管
内

匿
名
者
(
記
念
切
手
)
一
一
千
七
百

が
ち
で
す
。
そ
の
商
品
が
本
当

に
必
惑
か
ど
う
か
を
考
え
、
必

要
で
な
い
と
き
に
は
、
は
っ
き

り
新
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

訪
問
販
売
で
購
入
す
る
と
き

日。

。

四
十
八
円
、
職
崎
輝
夫
二
千
円

守
恵
ま
れ
な
い
方
(
兜
)
へ
・
壁
名

ニ
千
円
、
富
士
見
地
区
美
化
推
進

聾
員
会
五
千
円
、
成
田
昇
一
万

口
Jマ

悼
の
不
自
由
立
方
(
児
)
へ
・
縄

s
-
s
一
千
円
、
霊
名
二
百
九

十
二
円

マ
交
通
透
明
見
へ
・
一
一
一
嶋
神
社
輿
保
停

会
会
員
一
同
十
万
円

ヤ
縫
合
描
祉
義
金
へ
a

平
塚
商
工
会

議
所
掃
人
会
一
二
十
五
万
三
芯
六
百

七
十
九
円
、
競
輪
場
第
三
特
鏡
投
議

所
一
間
四
千
一
一
…
百
九
十
六
円
、
競

輪
場
第
2
投
票
所
一
同
四
千
三
百

三
十
五
円
、
競
輪
場
第
3
投
票
所
一

向
七
千
八
百
四
ト
三
円
、
鈴
木
揮

枝
二
千
円
、
小
鍋
島
葉
月
金
六

万
四
千
七
百
五
十
六
円
、
持
子
原
龍
一

沢
五
千
円
、
域
島
公
民
館
ま
つ
り

一
エ
三
百
九
十
九
円
、
高
関
山
テ

ニ
ス
ク
ラ
ブ
一
万
三
召
二
十
円
、

中
村
信
五
郎
一
千
円
、
鈴
木
源
次

郎
三
千
円
、
事
菩
地
区
民
生
委

員
，
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
一
同
九
千
百

八
十
一
一
円
、
平
塚
山
合
同
口
白
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
十
万
五
千
五
百
円
、
つ

く
し
宥
謹
婦
家
政
婦
紹
介
所
一
万

円
、
蒼
白
金
一
一
一
千
円
、
帯
地
鼠
社

協
ふ
れ
応
い
広
場
一
万
四
千
一
一
一
吉

ト
↓
丹
、
花
水
公
民
舘
ま
つ
り
福
祉

基
金
一
万
五
千
七
百
四
十
九
円
、

花
水
地
区
社
会
撞
祉
協
議
会
三
子

丹
、
仁
藤
英
犬
十
万
円
、
早
塚
市

私
立
幼
稚
園
父
母
の
会
連
合
会
五

万
円
、
小
川
浪
子
一
千
三
十
六

円
、
内
田
晶
子
一
一
千
四
百
十
八

円
、
花
水
地
区
南
部
長
寄
金
六
千

一
二
百
三
十
一
円
、
片
山
卯
太
郎
一
一

万
円
、
今
津
博
之
二
千
五
百
円
、

ふ
じ
み
の
北
母
親
ク
ラ
ブ
五
千

円
、
ふ
じ
み
の
南
母
舗
ク
ラ
ブ
一

万
円

県動物保護セン々ーでは、捨て犬、捨てね

こによるのら犬、のらねこの増力ロと、犬、ね

こによる危害を防ぐため、今回も次の臼睡で

いらなくなった犬、ねこの巡回収容を行う。

当日、犬を出される方は「印鑑Jr犬 の 撞

判"Jr注 射 済 票Jr霊犬手帳 lを博書のうえ会

場へお出かけを。なお、収容豆誌の樺留時間は

10分間。また、ねこは府調かダンボール箱に

入れていただきたい。

sJ守4悶(土) 5 J守口問(土)
9 : 00 神田公民館 9 : 00 松原公民館

9 : 25 大野公民賠 9 : 20 調賀公民館

9 : 50 豊田公民館 9 ゐ 40 花水公民鮪

10: 10 塘島公民館 10: 00 富士見公民館

10: 30 金田公民館 10: 30 中原公民館

10: 50 岡崎公民館 10; 55 旭 公 民 館

11 : 10 金自公民館 11 : 15 吉沢公民舘

に咲きわたれり。もろこしが躍に

やまとなでしこの暁きけむこそな

ど人々おかしがる。」

和歌: 藤原忠麗

名におはは虎やふすらん東路に

ありと去なるもろこしが窟

鴨長明

から大和色々に織る錦ヵ、な

撫子映る諸越の原

住吉の唐ケ原は、大磯町内から

東方砂丘 地に及んだ広い地域で

あった。従って町名の区域は、そ

の一部に過ぎないが、とこにその

地名が残されたのである。

この地名を採った先輩に敬涯を

表すると共に、その呼び方は「も

ろこしがはら」でありたく思う。

なお、更科自記所載の「もろこ

しが原」は、同記、前掲文の前に

所載される「 ιしとみといふ所白

山」が近くに見当たらないこと、

この地から足柄山に通ずる道が無

いことなどを理自に、別地である

ともいわれているが、理自のうち

の道路については、こ白地から高

閣山北麓を通って足柄峠に至った

古道(誼多野道・矢倉沢道)むあっ

たことを申し訴えておく。

(文費 臼井弘)※おたずれ訴ま帯虫

輔さん偶{君臨籍31-0429)へ

昭 和27年ごろの騎ケ原

蔭ケ

麿ケ原は、元は撫子原と地続き

で、変延 3年 (1750) 町花水川改

修によって離された地域である。

こ白地域は、以前から fもろこ

し」と呼ばれており、住居表示に

よって町名「麿ケ底」となった。

唐ケ原〔もろこしがはら、その

浜を盾ケ混という)は由緒ある地

名で、高閣(こま)に隣接し、大

陸(高句麗〉文化が常え、景色も

よく、菜園としては珍ししリ好とし

亡古くから知られていた。寛仁 4

年(1020) 秋、家族と共にここを

通った菅原孝標む女、当時13識は

挫の著イ乍「更科白書日 j に、との地

名と白砂・なでしこの花を取り合

わせて、印象深く記述しており、

また鴨長明その地の歌人伺名かも

和歌に詠じている。

このことは、新編相模国風土記

稿そり他の著押によって、ご存じ

の方が多いと思うが、今改めてそ

の部そ掲載する。

更科日記「もろとしが原といふ

ところも、砂子のいみじう白きを

二三日ゆく水車は静まとなでしこ

のこくうずく錦をひけるやうにな

む咲きたる。これは駄の末なれば

見え晶、といふに、なほところど

ころはうちこぼオ1つつ、あ十まれ，j'

>69< 

原

市民センター自主築業

と さき 5 ~25Eヨ{本)
侶午前の膏!l I日時~12蒋30分

・午後の謹容 は縛-16s寺30分

ところ 市民センターホール

国

そ

う

な

る

と

、

白

熱

に

自

分

の

き
ま
思
い
ど
お
り
に
な
る
子
と
し
か
遊

ね
一

4
J

は
ず
、
直
立
し
て
い
き
ま
し
た
。

怒
一

J
担
任
か
ら
注
意
さ
れ
て
も
、
い
い

究
一
均
気
な
も
の
で
、
自
分
は
よ
い
こ
と

額
一
ム
を
し
て
い
る
ん
だ
と
、
…
向
に
い

禽
一
汁
じ
め
は
や
め
ま
せ
ん
。

教

一

丸

と

こ

ろ

が

、

重

量

む

と

、

今
度
は
い
じ
ら
れ
る
聞
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。
A
r
思
う
と
い

K
さ
ん
が
話
し
て
く
れ
ま
し
じ
め
る
慨
に
い
る
時
も
、
い
じ
め

た

可

ら

れ

る

棚

に

い

る

時

も

、

私

は

い

私
は
今
ま

r、
い
じ
め
つ
子
と
つ
も
思
立
し
て
お
り
、
心
の
憩
い

い
じ
め
ら
れ
つ
デ
を
吏
互
に
潰
じ
の
場
が
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

て
い
た
ょ
っ
に
思
い
ま
T
o

京
で
も
成
績
の
よ
い
見
と
比
較

幼
稚
調
の
時
は
、
い
じ
め
ら
れ
さ
れ
、
両
親
で
さ
え
自
分
を
認
め

つ
子
で
し
た
。
小
川
に
落
と
さ
れ
て
く
れ
な
か
っ
た
の
で
す

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
置
い
じ
め
の
問
題
は
、
理
境
が
変

臨
時
把
否
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
時
期
わ
る
な
ど
を
き
っ
か
け
と
し
て

が
あ
り
ま
し
た
。
「
い
じ
め
ら
れ
つ
子
一
が
「
い
じ

と
ご
ろ
が
で
す
。
小
一
三
二

F
L守
的
っ
去
に
急
変
す
る

学
校
三
年
の
こ
ろ
か
ら
民
吋
J
只
¢
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
逆

で
し
ょ
う
か
。
体
力
で
欝
今
弘
の
場
合
も
あ
る
よ
う
で

は
人
に
か
な
わ
な
い
と
一
二
ぎ
ピ
九
一
す
。
行
動
面
で
、
両
者

思
っ
た
の
で
、
夢
中
で

E
Z
Y
は
正
反
対
な
の
で
す

勉

強

を

し

だ

し

た

の

で

警

ぺ

約

ν
が
、
心
の
中
は
む
し
ろ

す
。
成
績
も
急
に
よ
く
〓
耳
ベ
ニ

d
F

叫
て
い
る
面
が
あ
り
ま

な
り
、
先
生
か
ら
も
呂
を
か
け
ら
す
。

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
い
じ
め
の
問
越
は
、
い
じ
め
る

私
が
い
じ
め
つ
子
に
変
身
し
た
側
を
非
難
し
、
い
じ
め
を
や
め
さ

む
は
、
こ
の
こ
ろ
で
し
た
。
せ
る
こ
と
ば
か
り
に
注
意
が
い
さ

授
業
中
、
小
さ
な
声
で
し
か
尭
が
ち
で
す
が
、
「
い
じ
め
ら
れ
つ

表
で
き
な
い
予
を
、
先
生
の
代
わ
子
」
と
間
樺
「
い
じ
め
っ
子
」
も

り
だ
と
買
っ
て
、
何
浸
も
泣
か
せ
本
当
は
さ
み
し
い
白
で
す
。

く〉巡昭f料室 4月17日(*) 10時~15時パイ

口ット万全手筆/4丹18日(木) 10時~15時 東 京

電力/4月四日(金) 10時~15時駅南口/4 1l

23日(火) 10時~15時金農農業技楠センター/

4月24日(7}<.) 10時~12時明製作所・ 13時~15

時神奈川県経済農業協組連/4月25日〈木)10時

~15時東海大学/4 月 26日(金) 10出争----15時

東海大学/4月30日〈火)日時~日時 駅南口/

5月 8日(水) 10時 --15時小松電子金膳/5月

11日(土) 10時~12時金自公民館・ 13時~15時

高村団地勝原小バス停前

く〉出演 五月間、春日井梅光

松井洋子、 玉)iJ勝ょE、東京ミ1哲太郎

入場穿華料 希望者は入場券が市民センター、市控

所受付、中央公民鮪、各地区公民館に震いてあるの

で、お畳け取りを。

担当 市民センター事務局電話32…2235

ご協力ありがとうございました~~

三共化成工業77人、小松製作所186入、平壊し

らさぎライオンズクラブ195人、中南器用金庫四

之 宮 支 庖16人、高周波熱瞳38入、三協化学66入、

明石製作所19入、キ パー10人 、 三 共103人、モ

ダンプラスチック工業22入、二iニ屋公民館20入、吉

沢公民館 8入、駅南口133人
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